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【はじめに】
　はじめまして！平成27年に知能情報工学科
を卒業、平成29年に医工学研究科・理工学研
究科（現在の創成科学研究科）を修了した畑
野と越智です。今回は、私たちが企画・運営
をしている「知情IT勉強会」について、経
緯やどのような想いをもって発足したかにつ
いて紹介します。

【経緯】
　まず、発足の経緯を説明するにあたり、私
たちのことをお話します。
　畑野亜麻衣は、
現在コニカミノル
タ㈱にて医療機器
の画像系の研究開
発に携わっていま
す。入学当初はＣ
言語って何？？新
しいゲーム？？という状態からスタートした
学生でした。学部時代、畑野が感じていたこ
とは、「勉強したいけれど、何をしたらいいか
がわからない」「専門科目の講義を受けてい
るが、将来どのように役立つか、社会でどの
ように活用されているのかが想像しづらい」

ということでした。また、部活動などに所属
していたとしても同じ学科の先輩がいなかっ
たり、少なかったりで先輩とのつながりもあ
まりなく、必然的にお話しする機会もあまり
ありませんでした。
　越智 郁は現在、
㈱セキュアスカイ・
テクノロジーにて、
Ｗebアプリケーショ
ンの脆弱性診断業
務に携わっていま
す。高等専門学校
を卒業後、３年次から山口大学の学生となり
ました。もともとはネットワークエンジニア
になりたいという目標から編入学をしたた
め、将来像が全く描けないということはあり
ませんでした。しかし、講義を受けるだけの
毎日に対する焦りや、編入学前に持っていた
大学へのイメージとかけ離れた生活に閉そく
感をもっていました。
・二人の転機
　そんな私たち二人の転機は、学部４年のと
き「セキュリティ・キャンプ全国大会2014」
という、サイバーセキュリティについて４泊
５日の合宿形式で実践的に学ぶ場に参加した
ことでした。書類審査を通過した全国各地の
約40名の学生や、コンピューターサイエンス
やサイバーセキュリティの最前線で活躍され
る講師や運営の方たちと出会い、様々な経験
を通して、自分たちがいかに閉じた世界で生
活していたかを実感しました。この経験を経
て、私たち二人は積極的に外部の勉強会やイ
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ベントに参加するようになりました。
・二人で外部の勉強会に参加
　私たちが外部の勉強会に参加できたのは、
二人一緒だったからだと考えています。当時
の私たちにとって「外部の勉強会やイベント」
は興味があっても非常にハードルの高いもの
でした。
　学生時代をふり返ると、勉強会に対して具
体的に何をするのか想像がつかなかったこと
もあり、「社会人や知らない人だらけ」、「内
容に全くついていけず迷惑をかけたらどうし
よう」と不安を抱いていました。また、物理
的なハードルも非常に高いと感じていました。
勉強会やイベント会場は県外が多く、参加す
るために新幹線や飛行機で移動しなければな
りませんでした。近くても福岡、内容によっ
ては関西（兵庫）・関東（東京）です。参加
した勉強会やイベントはどれも楽しく有意義
だったと感じていますが、金銭面や時間的に
大変だったのも事実です。
・二人が感じたこと
　このような経験から、自分たちと同様に
「“勉強会に興味はあるが様々な面からハー 
ドルが高い”と感じている学生は一定数いる
のではないか」、「“勉強したいけどどうした

らいいいかわからず迷っている”そんな学生
の夢や将来への支えとしても勉強会は活用で
きるのではないか」。そういった学生にこの
“山口宇部”で場を提供できないだろうか。
そんな思いが強くなり、企画を始めました。
【活きた経験】
　企画から初回開催までの約半年、社会人と
なった私たちは互いに、新人研修や業務に追
われる日々を過ごしていました。それでも「知
情IT勉強会」を形にできたのは、在学中に「知
能情報女子のための茶話会（平成27年度に常
盤工業会から助成を受けて活動）」を企画し
た経験が活きていると考えています。
　当時は知能情報工学科の女子学生の割合は
まだまだ少なく、ちょっとしたフォローがあ
ると学生生活がしやすいのでは、という思い
からこの茶話会が始まりました。こちらも畑
野が発起人となり、越智やその他の学生も含
めて運営をしていました。現在でも、後輩た
ちに引き継がれ４年目になります。この企画
は学科の先生方と連携して立ち上げたのです
が、このときの経験を「知情IT勉強会」の立
ち上げにも生かしました。
【勉強会について】
　このような経緯や経験をもって、「知情IT
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勉強会」が発足しました。この「知情IT勉強 
会」には、３つの大事にしているコンセプト
があります。「だれでも気軽に」「初学者向け」
「リアルである」です。
①「だれでも気軽に」
　外部の勉強会はハードルが高いと思ってい
る学生さんへ最初の一歩の経験にしてもらい
たい。また、山口大学の工学部で開催するこ
とで遠くまで行かなくても学べる場にしたい、
という経緯から生まれた思いを反映させてい
ます。
②「初学者向け」
　私たち自身が、“全くついていけずに迷惑
をかけたらどうしよう…”という不安を感じ
ていた経験から、「初めてそのテーマに触れ
るという人でも楽しめるように」ということ
を最も意識しています。講師の方にもお願い
をして、簡単に楽しく学べるような工夫を毎
回行っています。
③「リアルに」
　「知情IT勉強会」では「知能情報工学科の
卒業生」に限定して、講師の依頼をしていま
す。大学での各種講演は著名な方によるもの
が多く、学生時代の自分を思い返すと、等身
大の未来像が想像しづらいと思うことがあり
ました。著名な方への講演依頼は大学側で実
施されていることから、現時点では等身大の
将来像を描くお手伝いになればと「知能情報
工学科の卒業生」に講師の依頼をしています。
　また、勉強会の質としては「セミナー」と
「ハンズオン」（実際に手を動かして学習する
手法）の実施にこだわっています。「セミナー」
では、ITと社会の関わりや、社会人になっ
て感じたこと等、ざっくばらんに就活とは違
う視点から話を聞ける場としています。「ハ
ンズオン」は、卒業生が関心あることや実際
の業務に関することを、実際にみんなで一緒
に体験してみよう、という場です。在学生に

とっても、参加の卒業生にとっても他分野の
ことを聞ける、体験できる、というのはそれ
だけで新鮮な経験になると思います。
　例えば第２回では、流行りの「ディープラー
ニング」をテーマにハンズオンを行いました。
言葉を知っていても実際に触って学習したい
と思ったとき、何も知らない状態で環境をつ
くるのは意外と骨が折れます。演習環境の作
り方、その他の資料はできるだけ配布して、
後日自分でやりたいと思った時の手助けにな
ればと思っています。
【さいごに】
　企画当初こそ、畑野と越智の２名と学科の
先生方だけで始まった「知情IT勉強会」。第
１回では、企画も運営も講義も自分たち２人
だけでしたが、２回目からは運営と講義にＯＢ
の方が参加してくださるようになりました。
この記事が本誌に掲載されるころには、第３
回も終了していると思いますが、３回目では
学生スタッフも加わり、また講師を運営と切
り離して実施しました。コンセプトを大切に
しつつ、新たな試みを勉強会に盛り込んでい
くことで、徐々に変化させていっています。
　よりよい勉強会になるよう今後も努力して
いきます。私たちの活動に理解、協力してく
ださっているすべての方に感謝申し上げま
す。ありがとうございました。

セミナーの様子


